
か
ん
の
ん

じ

徳
島
・観
音
寺
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
徳
島
市
国
府
町
観
音
寺

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
四
月
～
二
〇
〇
五
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑭
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
杉
本
昌
球

。
小
川
勝
幸

。
大
橋
育
順

５
　
遺
跡
の
種
類
　
自
然
流
路

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

・
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

観
音
寺
遺
跡
は
、
鮎
喰
川
西
岸
に
形
成
さ
れ
た
標
高
七
～
八
ｍ
の
沖
積
平
野

上
に
位
置
す
る
。
徳
島
環
状
線
の
建
設
に
伴

っ
て

一
九
九
六
年
度
か
ら
発
掘
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、　
一
九
九

七
年
度
に
は
、
自
然
流
路
か
ら

「論
語
木
簡
」
を
含
む
七

。
人

世
紀
の
木
簡
七
四
点
が
出
土
し

て
い
る

（本
誌
第
二
〇
号
）。

二
〇
〇
四
年
度
の
調
査
区
は
、

動

そ
こ
か
ら
北
へ
三
Ｏ
Ｏ
ｍ
離
れ

―

た
地
点
で
、
人
世
紀
後
半
か
ら

一
〇
世
紀
の
自
然
流
路
の
堆
積

層
か
ら
三
〇
点
の
本
簡
が
出
土
し
た
。
こ
の
流
路
は
幅
約
人
Ｏ
ｍ
の
流
域
を
も

ち
、
南
東
か
ら
北
西
へ
の
流
れ
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
は
、　
一
九
九

七
年
度
に
調
査
し
た
流
路
と
は
別
の
流
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
は
こ

の
流
路
内
の
中
洲
周
辺
に
散
在
し
た
状
況
で
出
土
し
た
。
今
回
紹
介
す
る
木
簡

は
、
①
～
０
が
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
、
⑦
～
①
が

一
〇
世
紀
の

堆
積
層
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
大
点
の
墨
書
土
器
が
出
土

し
た
。
ま
た
、
人
形
や
舟
形
、
斎
串
な
ど
の
木
製
祭
祀
具
、
木
錘
や
糸
巻
き
、

曲
物
な
ど
の
木
製
品
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

×
平
賓
字
八
年
二
月
十
日
附
使
〔酢
銘

マ
金
進
上
」

含

ｏ
Ｏ

×

６

じ

×
り
　
ｏ
Ｐ
ｏ

②
　

冦

上
日

□

作
口

国

」

当

海

廣

海

海
Ｉ

　

　

　

Ｐ畏

》

轡

Ｐ

〔継
力
〕

０
　
。
「召
栗
永
□

【知
力
〕

名

口
副
使
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐじ

Ｘ
こ

添

ｏ盟

ω
　
　
×
殖
栗
郷
秦
弓
嶋
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐ己
溢
叉
卜
儲
μ

⑬
　
。
「
＜
皮
麦
五
口
阿
波
郡
□

。
「
＜
　
　
　
　
　
人
月
七
□
　
　
　
　
　
　
　
（こ
と
契
卜
寓
Φ
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⑩

　

「
＜
生
螺
百
貝
」

〔名
力
〕

「□
東
郡
人
安
曇
継
見
」

①

　

「
白

米

処

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

岸
∞
契

卜
受

ミ

寓

岸

①

　

「
□
□
得
人

書
生
□
□
□
虫
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］］授
寓
添

ｏＦ

い
は
上
端
部
を
欠
損
し
、
左
辺
は
割
裁
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
。

天
平
宝
字
八
年

（七
六
四
）
の
紀
年
銘
が
あ
る
。

②
は
文
書
木
簡
の
中
央
部
を
縦
に
割
裁
し
て
廃
棄
し
た
も
の
。
保
存
状
態
が

悪
く
、
表
面
左
、
一異
面
上
部
に
加
工
痕
は
み
ら
れ
な
い
。
下
端
は

一
度
に
切
断

さ
れ
て
い
る
。
裏
面
は
習
書
で
あ
る
。

０
は
表
裏
両
面
と
も
に
細
か
い
加
工
痕
が
あ
る
。
表
面
左
側
上
部
に
多
数
の

削
り
が
確
認
で
き
る
。
右
辺
は
欠
損
し
て
い
る
。
上
端
は
両
面
か
ら
の
削
り
で
、

薄
く
な
っ
て
い
る
。
断
面
の
木
目
は
裏
面
へ
向
か
っ
て
僅
か
に
九
く
な
っ
て
お

り
、
裏
面
が
木
芯
側
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
召
文
木
簡
で
あ
る
。

０
は
上
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
殖
栗
郷
は

『和
名
抄
』
に
見
え
る
名
方
郡
殖

栗
郷
に
あ
た
る
。
表
面
は
左
側
を
細
か
く
削

っ
た
後
に
、
右
端
を

一
気
に
削

っ

て
い
る
。
一暴
面
に
は
削
り
は
な
い
。

０
は
上
部
の
左
右
両
辺
に
上
下
か
ら
刃
を
入
れ
て
三
角
形
に
切
り
欠
き
を
施

す
が
、
三
角
形
頂
点
ま
で
刃
が
入
っ
て
い
な
い
。
表
面
に
は
細
か
い
加
工
痕
が

芦
Ｐ
ｏ
×

〕
ド
×

い

　

ｏ
∞
Ю

∞
『
ｏ
×

卜
『
×

∞
　
　
ｏ
Ｐ
Ｐ

見
ら
れ
る
が
、
裏
面
は
左
右
両
辺
を
細
く
削

っ
た
だ
け
で
あ
る
。

０
の
墨
痕
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
全
体
的
に
傷
み
が
激
し
い
が
、
表
面
に
は
明

瞭
に
加
工
痕
が
確
認
で
き
る
。
上
部
の
両
側
面
に
緩
や
か
な
切
り
欠
き
が
あ
る
。

裏
面
は
全
体
に
刻
線
が
み
ら
れ
る
。

０
は
表
面
に
加
工
痕
が
多
数
確
認
で
き
る
が
、
墨
痕
は
薄
い
。
断
面
は
文
字

側
が
薄
く
な
っ
て
お
り
、
文
字
を
書
く
た
め
に
加
工
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
右

辺
は
上
部
に
刃
を
入
れ
て
割

っ
て
い
る
。
名
東
郡
は
寛
平
八
年

（八
九
工◆

に

名
方
郡
を
東
西
に
分
割
し
て
設
置
さ
れ
た
。

③
は
題
鎖
軸
状
で
あ
る
。
軸
上
部
で
折
れ
て
い
る
。
軸
位
置
が
左
右
対
称
で

な
い
こ
と
か
ら
、
二
次
的
な
使
用
の
可
能
性
も
あ
る
。
表
面
は
細
か
く
加
工
し
、

側
面
は
文
字
面
側
を
丁
寧
に
角
取
り
し
て
い
る
。
右
辺
に
は
擦

っ
た
よ
う
な
傷

が
三
カ
所
確
認
で
き
た
。
題
鉄
部
分
の
上
部
に
ニ
カ
所
、
下
部
に

一
カ
所
の
狭

り
が
み
ら
れ
る
。

①
は
加
工
痕
が
多
数
確
認
で
き
る
が
、
表
面
は
比
較
的
滑
ら
か
で
、
ほ
ぼ
完

形
で
あ
る
。
上
端
に
は
細
か
い
加
工
痕
は
見
ら
れ
な
い
が
、
下
端
は
九
く
整
形

さ
れ
て
お
り
、
曲
物
の
蓋
や
底
板
を
転
用
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
京
都
教
育
大
学
の
和
田
率
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

⑪
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報

一

エハ
　
ニ
Ｏ
〇
四
年
度
』
全
一〇
〇
五
年
）

（大
橋
育
順
）



０
　

　

。

(8)吉隅分

爾
陶
日
Ｍ
旧
図
日
閉
闇
壇
④

∩
わ
凹
陽
阿
阿
脚
暉
，

働

Ｒ

Ｉ Ｉ

四

瑠

６

０

　

，

(1)

(3

(2)

鯵
飴
‰
‰
‰
‰
Ⅷ
磯
Ⅷ
Ｏ
　
・８４

に
Ⅷ
院
に
け
鯵
蔭
に
Ⅷ
⑭(5)表

(7)部分


